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伊豆半島新生界地層名辞典

小山真人＊・新妻信明＊

Lexicon of Stratigraphic Names of Cenozoic Erathem

in theIzu Peninsula，CentralJapan

Masato KoYAMA and Nobuaki NIITSUMA

Thislexicon has beenpreparedinordertofacilitatefurthergeoscientificstudiesofthe

Izul）eninsula，CentralJapan．It covers almost allthestratigraphic names used so farin

stratigraphic worksontheCenozoic Eratheminthisarea．

Literatures used for collation of the stratigraphic namesin thislexicon attain to334

papers from1879to1979，in which some unpublished data of Shizuoka and Tohoku

Universities areincluded．

はじめに

伊豆半島は日本列島において，東北日本弧と西南

日本弧との丁度中間に位置している．この伊豆半島

に露出する地層はそのほとんどが新第三紀以降の各

種火成岩であり，近隣の冨士火山，愛鷹火山，箱根

火山などもあわせ，極めて火成活動の激しい地域で

あったと考えられている．また頻発する地震や数多

くの活断層の存在から，現在もなお地殻変動の激し

い地域であることがうかがえる．さらに，半島の両

側には，駿河トラフ，相模トラフが，それぞれ南西，

南東方向から2000mを超える水深で湾入しており，

半島南方にある相模トラフと日本海溝，伊豆・マリ

アナ海溝が形成する太平洋，ユーラシア，フィリピ

ン蒜プレートの3垂接合点とあわせて，伊豆半島は

極めて特殊な地史を経た上，現在においても地球科

学的に特異な場を形成していることが示唆される．

伊豆半島の地質学的研究は19世紀末に始まるが，本

格的な調査が集中的に行われるようになったのは

1950年以降である．本地城の新生界は火山噴出物を

主体としており，その上続発する火成活動による岩

石の変質が激しく，層序の組み立てを著しく困難に

している．また化石の産出が少ないため，地質年代

のわかっている地層はごくわずかである．このよう

な事情から，たとえ同一地域が調査されたとしても，

調査者が異なると層序区分が異なっていることが多

く，一つの岩体に対し複数の地層名が与えられたr上

極端な場合には層序が逆転していることもあり，か

なりの混乱が起きている．このような現状では，た

とえ上述のように伊豆半島が地球科学的に重要な地
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図1　伊豆半島における郡・市・町・村境界
The boundaries of Province，City，Town，and Villagein theIzu Peninsula，CentralJapan．
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図2　伊豆半島における地質図索引
Index of geologicalmapsin theIzu Peninsula，

CentralJapan．

1．鈴木　醇（1921）
2．TsUYA，Hiromichi（1930）

3．伊原敬之助，石井清彦（1932a，b）
4．田山利三郎，新野　弘（1931）
5．田山利三郎（1931）
6．6TUKA，YanosukeandKUNO Hisashi（1932）

7．6TUKA，Yanosuke（1933）

8．徳田貞一・大塚弥之助（1936）
9．今野円蔵（1939）
10．大塚弥之助（1944）
11．久野　久・小池　清（1949）
12．渡部景隆・兄上敬三・鈴木　信（1952）
13．藤原隆代（1953）
14．六浦通玄（1954）
15．SAMESliIMA，Teruhiko and MUTSUURA，Michiharu
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（1954）

鮫島輝彦（1955）
倉沢　一（1959）
増田千鶴子（1961b）
松井孝友（1961）
大久保純男（1961b）
上野三義・武司秀夫・河田茂磨・大森江い・山田貞
子（1961）
新川　稔（1962）
佐々木征男（1962MS）
村松映和（1964）
三井　忍（1965MS）
盛谷智之・沢村孝之助（1965）
菅原　健（1965MS）
高橋邦夫（1965MS）
高橋　豊（1966）
MITSUI，Shinobu（1967）

北村　信・高柳洋書・三井　忍（1968）
斉藤俊仁
飯島　束
伊藤通玄
鮫島輝彦
鮫島輝彦
堤あや子
揚佐泰久
八木祥文

（1968）

岩生周一（1970）
林　三男（1970）
小沢邦雄（1970）
岩橋　徹（Ⅰ970）
（1970MS）
黒田　直（1970）

（1971）
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清水　昇（1972MS）；金子　誓（1972MS）
角　活愛・前田憲二郎（1974）
藤曲　正（1975MS）
黒田　直（1976）
鈴木尉元・小玉喜三郎・三梨　昂・矢島敏彦（1976）
荒牧重雄・業主和親（1977）
YAMADA，Eizo（1977）

業主和親（1978）
箭内清和（1978MS）
赤塚政美（1977）

伊豆半島全域を含むものとしては以下のものがある
望月勝海（1956）
鮫島輝彦（1966）

伊藤通玄・岩橋
鮫島輝彦・岩橋

彦
一

輝
隆

島鮫
土

徹
徹

土　隆一（1967）

伊藤通玄・黒田直

（1968）

土　隆一・鮫島輝彦・岩橋　徹・徳山　明・伊藤通
玄・黒田　直・藤吉　瞭・池谷仙之（1974）
伊藤通玄（1978）
鮫島輝彦（1978）

また，地質調査所発行地質図幅としては以下のものがあ
る．

7万5千分の1「熱海」；久野　久（1952）
7万5千分の1「沼津」；沢村孝之助（1955a）
5万分の1「伊東」；久野　久（1970）
5万分の1「稲取」；小野晃司・角　活愛（1959）
5万分の1「修善寺」；沢村孝之助（1955b）
5万分の1「下田」；沢村孝之助・角　清愛・小野晃

司・盛谷智之（1970）
5万分の1「神子元島」；角　清愛（1958）
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域であったとしても，各種研究者が共通の認識の上

に立って議論するということは困難である．

筆者らは，伊豆半島の地球科学的検討を行うに際

し，まずこの混乱した層序を整理し，各々の地層を

1つの層序表の中にまとめ，ひいては地質年代尺度

の中に位置づけることが必要であると考え，この辞

典を作成した．

本辞典においては，伊豆半島を便宜上北東部・南

東部・南西部・西部・北西部・北部の6地区に区分

した．そして，各々の地区において，これまでに行

われた層序学的研究に関する論文を検討した上で，

最も妥当と考えられる層序を標準層序として採用し

た．また，その地区内のその他の地層および地層名

は，すべてその標準層序に対比，または対応させる

ようにした．

このようにして6つの地区内での層序関係が整理

されている．各地区における標準層序，およびこれ

まで用いられてきた主な地層名，層序と標準層序と

の関係は表2～8に，また各地区相互の標準層序の

対比は表1に示す通りである．なお，伊豆半島全体

での標準層序としては北東部地区のもので代表させ

た．このような整理法により，本辞典においては，

伊豆半島のすべての新生界は表1に用いられている

各地区の標準層序を構成する地層によって区分さ

れ，その標準層序を構成しているそれぞれの地層の

項目の内容によって，その地区の地質の概要を知る

ことができるよう配慮した．

本辞典に収録した地層は層名，層名の由来，【模式

地】【層序関係】【分布】【層厚】【岩相・層序・構造】

【年代】【対比】【備考】【文献】の順に記載されてい

る．

見出し語としては層名をヘボン式ローマ字で表示

したものを用い，アルファベット順に配列した．層

名は見出し語のローマ字および漢字によって表示

し，英名は主要な地層および原記載に英名のあるも

のに付した．層名の英名化はできるだけ命名者のも

のを採用した．

地名の読み方はNHK静岡放送局編「静岡県地名

辞典」に従った．原記載が「地名辞典」の読み方と異っ

43

ている場合には，原則として層名の読み方のみを変

更し，地層区分はそのまま用いた．ただし，原記載

に用いられている名称も別に項目を設け，改訂後の

項目を引けるようにした．

【模式地】は命名者あるいは再定義者によって指

定された地域を記し，指定のない場合には，層名命

名に用いられた地名を模式地として記した．

【模式地】および【分布】に用いる地域はすべて

静岡県に属するので県名を省略した．記載に用いた

郡■市・町・村区分は図1に示す．

【年代】は国際対比に用いられる浮遊性徴化石に

よる化石層序学および地磁気層序学的資料にもとづ

いて決定した．ただし，各世の境界を厳密に決定す

るまで微化石および地磁気層序学的調査が行われて

いないので，境界は今後の調査によって改訂される

可能性を残している．

【対比】は伊豆半島北東部の地層および層群との

対比を示した．

【文献】はその層名を扱っている文献を年代順に

記した．文献の表示に際しては著者の姓名をともに

記し，発表年を括弧内に付した．

本辞典末尾の文献リストには，これまで公表され

た伊豆半島の地質に関するすべての文献，および地

形，鉱山，温泉，地球物理，地震，古生物，火山，

岩石，鉱物などに関する文献のうち，地質と密接な

関係をもつものをできるだけ収録した．したがって，

文献リスト中には本辞典に引用されていないものも

含まれている．また，この辞典においてしばしば引

用される論文中の地質図の範囲は図2に示してあ

る．

伊豆半島に関しては，静岡大学においてこれまで

多くの研究がなされており，「地学しずはた」や「静大

地学研究報告」に公表されたものの外にも卒業論文

等の未公表資料が多数ある．このような研究は静岡

大学の前身である旧制静岡高校の時代にまでさかの

ぼることができる．本辞典には静岡大学にあるそれ

らの未公表資料を収録するとともに，同様に数多く

ある東北大学理学部地質学古生物学教室の未公表資

料をも収録した．東北大学の未公表資料の大部分は，
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北村　信教授の指導された課題研究の成果である．

この辞典の作成にあたり，東北大学理学部地質学

古生物学教室の北村　信教授，中川久夫助教授には

有益な御意見をいただくとともに，原稿の校閲をし

ていただいた．静岡大学理学部地球科学教室の北里

洋博士には討論していただき，校閲していただいた．

また，同教室の田村　努氏には本稿作成にあたり協

力をしていただいた．これらの方々に感謝の意を表

する．
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